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　エリザベツ朝の時代におけるPuritan･の運動の　　は，この議会の自由に対する侵害に反対し次のよ
新しい時期をかくする事件はi572年６月の議会に　　うな演説をしている。
おける, Puritanによる″議会に対する第一の忠　　　「女王は吾々に対し七，吾々がそれを先ず監督
告。（Ｔｈｅfirst Admonition to Parliament'〉の　　　達から受理する迄は，宗教の事柄に関しては如
発表である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何なる事柄と言えど乱吾々が取扱うことを禁
　この頃には議会は既にPuritanの活動地盤とか　　　止･した，かくては全然改革の望みはないのであ
っていた。この議会は宗教問題か議会召集の原因　　　る，私はかって,’ある老議員が次のように言う
の一つであった。併し,下院が,公共祈祷書（Ｔｈｅ　　　のを聞いたことかある。″法王の追放，真の宗
Book of Common Prayer}に取って代わるべき　　　教の改革は，この議会から始まったのであって
　″儀式に関する法案。（A Bill for rites and　　　監督達から始まったのではなかった。と）
ceremonies)を討議している時，エリザベツ女ﾖご　　　彼はこの演説のためにTowerに送られた｡（註3）
は，″今後宗教に関する法案は先ず吸初に監督達　　Puriianが彼等の政策において新しい重大な出発
Bishopによって考察され，認めら＼れたのでなけ　　をなしたのはこの時であった。女王あるいは監督
れば議会に提出すべきではない。又議会はそれを　　に訴えることによって，彼等か望んでいるような
受理すべきではない。という通知を議会に与え　　改革をかす希望を失ったので，彼等は議会に訴え
た。（註2）これは明らかにエリザベツ女王か議会の　　ようと決心した。　ロッドソにおいて行われた指導
Puritan的傾向を察して，かかる議会によって宗　　者の集合におヽいて″議会への第一の忠告。（Ｔｈｅ
教問題の討論せられる結果について考え，モれを　　first Admonition to Parliainent}として知られ
警戒した為であると思われる，かかるエリザベツ　　てりる宣言を起草することか決められ，それは15
女王の高圧的態度に対してPuritanは応じたので　　72年匿名で発行された。併し，この宣言はアルデ
ある。この議会の議員であったPuritan議員のピ　　ルベリー(Alderbury)の牧師であったJohn Field
－タ･-・ウェントウワアースPeter Wentvvorth　　とThomas Wilcocks　との協同の作であると考
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えられている。この宣言はPuritan運勁の｀この段
階におけるPuritan達のいだいていた見解の明瞭｡
且詳細な宣言として歴史的に貴重な史料である√
今その内容を詳細に見るのは,この時期のPuritan
の精神を知るのに必要であると思う。{W4)
　その内容は，第一部，第二部に分かれている。
第一部においては，議員に「真め宗教の回復と神
の教会の改革」に力を尽されんことを懇願し，モ;
のことは唯，儀式，教会政治の両方面にある仝て
のローマ・カトリッタ的残滓を除くことによって
のみならず，更に積極的に主御自身が彼の言葉で
命じた事を神の教会に持ち来し設けることによっ
て達せられるのであると説き起して大体次のよう
に述べている。　　　　　　　　　　　　　　　　フ
　　「吾々は英国にかヽいては正しく改革せられた教
　会の外形をさえ持っていない。その外形とは次
　の三つであると言うことか出来る。第一神の言･
　葉を純粋に述べること，第二，聖礼典を真面目｡
　に執行すること。第三，厳格なる罪に対する警y
　告とその矯正より成る教会訓練である。第一の
　点について見るに教義の本質は健全である。併
　し，宣教者は神の言葉に随って試験され，招聘
　され任命されていない。彼等は昔の教会におヽけj
　,るか如く教育する能力，程虔なる回心の有無に，
　ついては試験されないで社会における屑のよう
　奏者，教育ある者も無い者も，監督述によ夕て，
　一･度に多数任命されており，又彼等は会衆によ
　って選ばれるのではなく且各人が一個の群に招
　かれるのでなく，寺緑から寺緑を求めて飛び廻
　っている。彼等は説教，信仰箇条｡訓令を朗読~
　するだ行で，勧行や祈祷書に指定された命令にト
　縛られている。しかも彼等を縛っでいる祈祷宦
　の中には神の言葉に矛盾した多くの事柄が含まｰ
　れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛‘
　　第二の点に関しては聖叱典の執行には多く心，
　虚偽が咎まれており，ローヤ・カトリック教か
　らの借りものか残っている。　’。｡
　　第三｡点に関しては教会の回1薗は，牧師，長老L
　執事の代りに一人の人間の教会に対する法王の:
　ような支配があり，牧師の平等はかくて大監督
ヅArchbishop監督Bishopがあ洵，破門は全ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　・　　　・。｀’　　;，ｌ
　ヽ誤って用いられている。　　　　　　　一万　し
　　以上のような状態であるから議会は今はもは
　や姑息的に補綴したり接ぎ足したりする場合で
　ぱなく，仝ての反キリスト教的なるものを一挙
　に除いて御言葉の純粋性，聖礼典の執行，及び
　キリストが命令し，教会に薦めた厳格なる訓練
　を完全に植えつけなければならない」
　第二部は次のような胃頭の句を4）つて始まる。
　「それの為に微虔なる牧師か署名することを拒
　絶した英国教会内に残存するローマ・カトリヅ
ク的悪弊の概観」
　そして，その中には
　「彼等は公共祈祷書の使用及び全てその内容は
　神の言葉に惇らないということに署名し，それ
　を承認しなければならない。併し実際はこの書
　物はローマ・カトリック的糞堆から取り出され
　た不完全なるものである｡゛ミサ文は憎むべきも
　のに満ちている。何となればその中の内容の多
　くは神によって諸君達に証せられたように神の
　言葉に反するものである｡」
　と述べて，一々原文から誤謬を指摘し，更に続
けて，
　　「大｡監督の法廷（Ｔｈｅ Archbishop's court")は
　不潔な沼であり，汚れた水溜であって忌わしき
　ものに満ちており，企国を感染している。宗教
　委員会の法廷（Ｔｈｃ CMmmisaries Court)は前
　の大きな水原から流れ出る小さい臭い溝に過ぎ
　ない。聖ﾈL典並びに服装に関しては，｡聖ﾈし典の
　執行は前に示した如く誤っており，雅序とﾈL儀
　の為に命ぜられていると主張される服装は｡モ
　れの使用には私序もなく美しい点もない」
　と述べ最後に，
　「若し以上｡の事が達せられないならば吾々は神
　の恵みによって苦しみを受けても神の真理を守
　ることに尽力し且つ喜んで一身を犠牲にするつ
　屯りである。そのことは吾々の平和であり，吾
　々の仝き救いを成就する迄忍耐をもって待ち
　望んでいる神との静かな和ぎを持つことセ,あ
　る」
　と結んでいる。　　　　　　　ニ
　これによって分かる如く，「忠告」はカルビ吊
John Calvin の精神の香高いものである。この忠
告は1553年の宋迄に四版を出した程読まれ;時の
英国　清教．徒、の．歴．史
大監督Whitgiftはこの忠告に答えて,英国教会を
弁護する書物を出した，（Ａｎ Answere lO ａ certen
libel intituled An Admoniton ■tothe Parliamen･
t）これに対し更にPuritain側では「第二忠告」
（ＴｈｅSecond Admonition)を出した汀第二忠告j
は更に具体的に教会の改革について述べ，即ちカ
ルビンがひエネパで行った長老主義の教会制度が
唯一一の改革方法であることを説明している。（む5）
　かくて今やPuritanの運動は教会制度の本質に
触れて来た。而かも改革の範を当時の大陸に謳け
るプロテスタントの理想郷ジェネバに求めたので
ある。この二つのＡｄｍｏｎｉ瞳）ｎは，後に1574年に
現れる「神の御言葉に照して見た教会訓練の宣言
と英国教会の神の御言葉よりの堕落（A full and
plain　declaration of Ecclesiastical　Discipline
out of the Word, and of the declining of the
church of England from the Same}と共に英国
におけるカルビン的Puritan即ち所謂長老主義者
の規範書となった。この長老主義的Puritan運動
を指導したのがトーマス・カートライト（Ｔｈｏｍａs
Ｃａrtｗrｉｇｈtj）であ乱（註6）一言で言えば長老主義
Puritanは現在の英国教会は真の神の教会でな゛く
真の教会は即ち，聖書に示された使徒時代の教会
は長老主義組織であった。故に英国教会は改革し
て長老主義にせなければならないと言うのであ
る。併し，かかる考え方は女王を特に不快にし，
又大監督を始めとして，教会当局の反対を買い。
　「忠告よ発表の年及びそ０翌年には猛烈な弾圧か
あり，トーマス，カートライトは大陸へ亡命しな
ければならなくなり，ようやく現れた連動もモの
萌芽においで踏みにじられ，その発展は80年代を
待たねばならなかっ,た。併し，・この頃に長老主義
Puritan述によってモの主義の宣伝に利用された
のはProphesyii≒ｇと称する集まりであった。（註7）
　この集会は教会内のPuritan一派の者が聖書の｀
組織的｡なる研究と聖書についての討論を行うこと
によって僧侶並びに平信徒の宗教的啓発を目的と
して行われたものである。この集会は監督述の許
可を得て行われたのが多い。吾々はProphesying
の性質と目的をリンコルンの監督の認可の下に行
われた集会の規定を書いた当時の史料によゴて知
る事が出来る。それによグで見ると次のような状
３
況であった。
　「この集会は毎週木曜日午前九賤=から十一時開
　催する。毎回一度に三人の説教者が選ばれ，モ
　の三人の名前は前もって主宰者に知らされてい
　る。その三人は同一の聖所の箇所について順番
　に説教をする。説教する者は注意して選ばれた
　聖書の箇所に基づかない他の事に話しが及ばな
　いようにし，又教会の現在の状態について議論
　することは出来ない。又おヽ互に論争しないよう
　にしなければならない。
　　会の始めに最初の説教者は教会の状態の為に
　簡単に祈り，会の終りには主宰者は特に女王陛
　下の為に祈らねばならない。
　　吾々の会は全て英語で為され，聖書や教父達
　や平信徒の著作等からのラテン語の引用を避け
　ることにする。
　　会が終ると，その会に集まることを前もって
　通知せられていなかった仝ての者を除いて，一
　同は別室に集まって第一の説教者について次の
　ようなことを調べる。この場合，第一の説教者
　はその場にいない。たとえば，最初に，彼の教
　義は健全であるか，彼は如何にテキストを守り
　あるいはテキストから離れたか，聖書がいかに
　真実に講解されたか，彼の話し振り，態度はど
　うか等と言うことである。　　　　　　ブ
　　かかることか論争されて後，第一の説教者は
　呼び出ざれて主宰者並びに他の者より色々と警
　’告を受ける。同じような調査か説教者の生活に
　ついでも為され，かくして吾々は教義と生活の
　両方面におヽりて改革せられるのである。何人も
　この会を避けたり，自分の順序を誤ったり秩序
　を乱したり，兄弟の警告を忍耐して受けること
　を拒んだりすることは出来ない。吾々の会に參
　加すろ牧師の任命は国家官吏が為すのであって
　吾々は国家官吏に認められた者以外をもって之
　に代えることは出来ない」
　大休以上のようなものであ’る。これによって
Prophesyingなる集会か如何なる性質のものがあ
ったかが了解される。この集会は監督の認可の下
に行われる教会改革の運動であって，長老主義的
Ｐｕ･itanのように教会制度を攻撃するような過激
な種類のものではなかうた。併し過激な,るPuri-
４ 高知大学,単術研究報告第５巻　第18号
tａｎ達はこの集会を利用して自己の主血の宣伝を　　を除いて，その跡にMaryを置かんとすることで
なすようになり, Prophesyingは堅く窺則池禁せ　　あった。この企ては1583年前後に最も悪辣なる手
られているにも不拘，論争と争斗的討論になって　　段となって現れて来るのである。
来た。これがエリザベツ女王をしてProphesying
を禁止せしめた理由であった。併し，時の大監督
GrindalはPropesyingは教会に有益なる‘事柄であ
って存続するのが得策である等の手紙を送った。
女王はGrindalのこのてぬるい態度に飽きたらず
従来の慣例を無視してJ577年直接自,ら監督達に手
紙を送って･Prophesyingを固く禁ぜしめた。これ
は教会の事に関して女王が如何に専制的であっ‘た
かを示している。い8）　　　　　　　’‘　　ヽ
　この時よりヅ1583年頃迄はPuritanは何等実際
的試みをなしていない。（ｄ）この期閥におヽいては
一般の人々の闘には教会裁判法廷に対する批判か
益々盛になり，議会は段々Puritan的な色彩か濃
厚になった。エリザベツ女王は議会のpuritan的
傾向を嫌って1576年から1580年迄五年間議会を開
かなかった程であった。
　併しPuritanに対する徹底的弾圧は1583年にな
ってWhite iftが大監督になる迄延ばされていた
これは如何なる理由によるのであるか。
　第一=･に考えられるのはPrivy Council （廷閣し）
･の態度である。当時, Privy CouncilはJ）ｕ･ritａｎに
対しては一般に寛大な態度を取り，時には監督達
に対するより払更に好意をもうて接したことす
らあった。Hal lam教授はかくの如く当時エ=リザ,i
ベッの廷閣のある者をしてPuritanに対,して断固
たる態度を取ることをちゅうちょせしめた事情とﾃ
して女王の一身の生命の危険と王位継承者の未決
定とをあげている。これは当時の政情を深く考察
する時，最も当を得た観察であると息う。(.10)
　1570年，北方の叛乱，それに続くノルフオルク
侯The Duke of Norfolk の処刑によっ七英国の
封建制度は終末を告げた。今や新興勢力，新支配
か旧勢ﾌﾞ］に勝ったのである。併｡し以後英国のこ･め，
新支配を阻止して，旧支配に復せんとする勢力は
Scott Iandの女王にして，当時英国に幽囚されて
いたMaryを中心として執拗に続けられていた，
かかる勢力は，外，スペインとローマに連関を有
していることは言うまでもない。　　　　　　し
　彼等の手段として選ばれたのがエリザベツ女王
　ここにおいて，反カトリックということと愛国
ということとは一つになって来た。加うるに1570
年以後英国におヽけるカトリック教の性質は次第に
咳化して来た。カトリック教徒は数の上では減少
していたが，加わる迫害によって試練を受けて熱
心と碓信に満たされるようになった。英国カトリ
ッタ教徒は段々英国的でなくローマ的になった。
且それは外国勢力，反国家的力の支配に陥るよう
になった。かかるカトリック教の変化に大きな役
割を果したのか，この頃英国人の為に国外に建て
られたカトリック学生の学校であり，モこの卒業
生か続々本国に入りこんで来て失われたカトリッ
ク勢力を挽回せんとした。(≫11)「かかる危機に
あって彼等はPuritanismの熱烈な大胆な非妥協
的精神に大｡いに期待することか出来た。その物神
は，スコットランド改革家の精神と同じものであ
り，征等の助けによって集会の貴族達はMaryの
勢力にも不拘，ローマ・カトリック教を覆すこと
か出来たのである」とHallam教授は述べてい
る。
　この外に吾々はこの期間におヽけるPuritanが肯
しばらく圧迫を免がれ得た理由として大監督Gr
indalその大の性格を見過してはならない。前述
のように彼はPropbes ying に対するPuritanに同
情する態度によってエリザベツの怒りを買って15
82年彼の死の直前迄殆ど職務停止と同様な状態に
置かれていた。( ".12)
　併し，吾々は倚外に大切なる理由としてPurit
anismそのものの性質を挙･げなければならない。
　この頃のPuritanは初期より更に進んで教会制
度の木質に迫っているとは言え，未だ後の「分離
派」(Separatisりの如く教会に対する医家権力の
干渉を絶対的に拒絶するような過激な徒では左か
った。カートライト一派の長老主義Puritanは英
国教会を見捨て別に教会を建てようとしたのでは
なく，英国教会を改革しようとしたものである。
その範をジェネーパに求めたに過ぎない，仮に彼
等か止むを得ず別箇の集会を持ったことがあった
としても，そのことは彼等の教義の主要な点では
英　国　清 徒．の歴史
なかった。彼等はnon･conformist非服従教徒で
あってもSeparatist(分離主義者)ではなかった。
彼等は促英国教会内に留まるだ廿の寛容さがあっ
た。この点は後のSeparatistと異なり, Separatist
は長老主姜Puritanを不徹底なりとして排斥して
いた。
　1583年WhitgiftがGrindalに続いてカンタベ
リーの大監督となるに及んで上述の如きPuritan
に対する寛大なる感度は終りを告げ，これより
Puritanは非常な圧迫を受けるようになる。殊に
1588年から後は徹底的に弾圧せられた。私はこれ
よりエリザベツ朝期における･Puritanの発展は新
しい段階に入ることとなると考える。私は1572年
よりこの時迄をエリザベツ朝におけるＰリritanの
歴史の発展の中期と考え，これ以後を後期と考え
たい0　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　　　　●ヽ
　Whitgiftは米琉督に就任の数ヵ月の後に仝ての‘
琉督に対してArticles touching Preachers and
other orders for the Churches を発して，各監督
に夫々の地方において厳重なる励行を要求‘した。
(註13)このArticleの主要なる点をあげれば，これ
迄の非国教徒に対する法律を徹底的に施行するこ
と，個人の家での集会の厳禁バ
祷書に随って勧行を言い，聖七典を執行すること
牧師の選定に惧重を期すること，牧師の僧衣につ
匹で，等である。併しこのArticlesで特に注意す
べきは聖職にある者は必ず次の三点について署名
することを要求していることである。即ち第一，
君主の首長権The Royal Supremacy第二，祈祷
書の無謬性とその使用。第三, 1562年の信仰箇条
の承認，の三点である。(註14)
　Whitgiftの要求せることは従来とても要求せ
られていたこ･とで，あるいは特別に新しいことで
ないかも知れない。併し，今度はその実施の厳重
さ，一点の仮籍することのない唆烈さが今迄とは
異った点である。彼はこれがために，かの｢首長
令｣によって権威を附与されていた｢宗教委員｣
{ecclesiastical commision}の組織を零固にし
て, Puritan弾圧に使用した。今や高等委員法廷
　(High Commision Ｃｏｕrりの委員は単に宗教上
の調査，吟味を為すことより進んで,‥従わないも
のに課税し，更には投獄するようになり，普通の
の二）‥（吉JI!） ５
法廷の権威を持つようになった。更に後に問題と
なり攻撃せられたのは，この委員会か行った所謂
ex officio mero と言われている審問制度であ
る。即ち人々は何等の嫌疑もなく，訴え出る者も
なくして，召換され｡役人から課せられている誓
いをなさればならない。それを拒絶する者はそれ
だけで投獄されるという制度である。
　Whitgiftは何故かかる過酷なる方針を取るに
至ったであろうか，あるいは彼の性格に依るでも
あろう。彼は牛来,又教育から偏狭で不親切であっ
たと言われている。彼は又神学論争の埓でもあっ
た。カートライト達に指導された長老主義派の神
学者達がAdmonitionを出した時，英国教会側を
代表して，これに反論をなしたのはWhitgiftで
あった。彼は当時の論争家の常として，自己の研
究の結果からのみならず自負と憤りからも，現在
係っている論争の重大さを過大,視して，自己の有
せる地位権力を利用して論敵に対したでもあろ
う。併し，彼がエリザベツから寵愛を受けたこと
彼がエリザベツを味方にしていたことが，彼が廷
閣，議会を押し切って強硬なる態度を遂行した理
由である。真に，エリザベツは彼において彼女が
常に願っている自己の絶対主権の主張の援助者を
見出すことか出来たのである。何となれば，彼は
多くの教義の点でカルビュストであったが，併し
教会の民主化に反対して議会並びに長老主義的啓
侶に対して君主権,監督権を主張したからである。
更に吾々はかかる弾圧強化の理由としてJ588年所
謂″無敵艦隊。撃破による政情の奈化をあげねば
ならない，″無敵艦隊。撃退によって国内におけ
るローマ・カトリック的勢力の反抗を完全に馳逐
し全力をあげてPuritan撲滅に対することが出来
るようになったこと並びにこれまで彼等を最も良
く保護してくれたライケスター伯Earl of Leices°
tｅrの死である。
　さて前述のような当局者の出様が，その反対者
に何等かの決定的な結果を与えることはかかる種
類の斗争におヽいては常に見る所である。今やＰｕ‘
ritanの運動は今迄にないよ･うな積極的な形態を
取って現れるようになった。
　先ず吾々は，既に主義として現れていた長老主
義Puritanか実際に英国々教会より分離して長老
６ 高知大学 術絣･賠報告．第５巻　第18号
主義に則した別箇の教会を創めたごとを注目せな
ければなちなか。　　　　　　　　　　　　　　　。･
　　　　　¶　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　Ｊ　 ４先に当局の強硬なる態度と指導者カー!ヽライト
のNetherland {ネザーランドjへの亡命によ９
てﾆ発展を阻止されていだ長老主義Puritanの連動
はProphesyingの禁止の後レ80年代になって7 c6-
nferenceなる新たな会を通して着｡々として英国教
会を長老主義化によって改革せんとする運動を統
けた。［註15］　　　　　　　　　　　　　　　　　　i’
　このConferenceなる会議は先のト「･第二忠告」=¨
の中に教会改革め具休的方法として示されていた
ものであって，数箇の教会から長老主義を奉ずる｀
牧師か集まって現在の英国教会の状態，祈祷容等
について意見を交換し教会を改革｡しようとするも
のである，・どの会は前のProphesying^と異っ尭当
局に認められた会でないから当局旬目をぬすんで
秘密裡に行われた。次第にその数を増して，主と
して中部，南東部諸州で行われた。
　この会は上述の如く，政治的理由からPuritan
が寛大に取扱われているのに乗じて段々と発展し
ていった。1586年の議会に訴える為にレLondon
のＣｏ?erenceは殊に諸州のCoferenceど連絡し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄ．　　ｓ　●
て活動し，この時の議会ではPurilぬの支持か圧
倒的であった。（註岫かかる時Whitgiftの弾圧政
策は益々Puritanの結束を固くした。　　　　i･
ン1585年。カードデイトが亡命先より本国に帰う
て:よりは，彼はこの連動の指導者となった。そし
て, 1586年丁訓練の書」（Ｔｈｅ Book: of･Discipl-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mine}がGeneral Ｃｏ?erenceによって採用すられ
てからは，この運動は，このＴ訓練め書」を中谷
にし七,これを実現することに焦点か集められた。
(lElV)かくしてづI邱7年, 1588年頃にはＣＯ nference
かち代表者の集まるGeneral Conference が行わ
れた。最’も有名なのはカートライトの出席Iしてい
たWarwickshirのGeneral Coボerence-Trあふだ1
この会でモこに集まった牧師は「訓練の徘」を彼
等の拠るべき基本とすることに同意して署名し
た。かくて1588年頃にはこの運動は長老主義的組
織を取るようになった。　　　　　　，　｀入「
　この時，極端なるPuritanによって英国教会殊
に大監督を攻撃したパンフレットか出版せらくれ，
これ’を機会に当局は徹底的に迫害の手を仲ばし，
遂にConferenceの運動は撲滅せられるｋ至った
各地のConferenceは次々に解散させられ，　カー
ト・｡ライトも遂に投獄せられるに至り長老主義的
Puritanの運動も影をひそめる事となった。
　エリザベツ朝のPuritan運動の終末を述べるに
先立って，吾々はその源派を長老主義と同じくし
ながら，それより分かれて更に，それを徹底せし
め，且今後のPuritan運動に多大の影響を与丸た
分離主義(^Separatism}の運動がこの頃活発にな
ったのを見なければならない。
　分離主義は1581年Ｒｏｂｅrt BrownかNorwichに
分離主菱の理論に基づいて英国教会より独立せる
教会を建てたのに始っ七いる。併し，当時，とう
ていかかる教会を看過するような寛容は望まるべ
くもなく，彼は教会員と共にNether! andのMid.
delburgに逃れ，’モこに教会を建てた。ここで彼
が懐いていた理論を公けにした三冊の書物を印刷
し出版した。（眩18）この書物によって分離主義の立
場を明らかにしている。彼のこの論文は本国に持
ち込まれ，流布された。併し，これらのパンフレ
ットは政府より″叛逆自尽Rebelliousなる書物と
して出版を禁止され，没収された。　Whitgiftが
大雲督に就任せる時にはこの主菱は既に拡まり，
Nonvich以外にも少さな分離主義による教会かあ
った。
　分離主義の精神を知る為には，吾々はプラウこ／
RobenむBrownの思想を知らなければならない。
Brownは教義においては長老主義Puritanと同
じカルビエズムCalvinismであるが，教会に対
する考え方か長老主義と異り彼は英国教会をも長
老主菱をも同時に攻撃する，彼は前述の書物で，
教会を改革するに当って，国家かそれをなす迄待
つのは愚かなことであり，又真のキリスト者に非
ざる者がいる真ならざる教会より分離して別に教
会を建てることは何等罪に非ざる事を述べて，モ
の上自分の行わんとする教会改革め計画を説明し
ている。
　彼の思想の内で特に注意すべきは国家の官吏は
何等宗教上の権威を有せずとした点と教会組織を
個人を中心とｕだ民主々義的なるものと考えた点
である。政治におヽいては，キリスト者は長官に服
従し,長官を尊敬し官吏に任丸なければならない゜
英　国･･清　教　徒　の　歴･史（其の二）・（吉川） ７
併し，教会においては両者等しく神の前に一介の　'段である｢反Purita法｣(The Act against Puritan)
信者であって平等であり，教会は夫々独立してい　　が発せられた。02))この法律によって女王は16歳
るのであって各々自立的に儀式，ﾈL拝を規定し，　以上の者にして正当の理由なくしてーヵ月以上英
個々の教会を支配するような教会政治を認めな
や。この点長老主義をも否定している。
　ここで問題になるのは,かかる分離主義Puritan
がいかにして発生したかという夥である。カルピ
エ=－ズムをそのまま英国に実行せんとしたのが長老
主義的Puritanであった，これは問題か簡単であ
る。併し，分離主義Puritanの場合は簡単では廠
い。カルビュズムから分離主義への直接の発展は
考えられない，吾々はその問題の解決を早くから
英国殊にＬｏｎｄｏｎにあった再洗tL派Anabaptistや
その他のSpiritualismの影響に求めるのが至当
であると思う。
　かくして始められた分離主義者の運動は1580年
代の宋頃になって，ヘンリー・ハロー(Henry
Barrow)ジョーン・グリーンウッド(John Gree-
ｎ訊7oｕdj）ジョン・ヘンリー（ＪｏｈｎＰｅｎr功等に代
表せられて続けられた。而かも注意すべきは分離
主義の性質上その運猷が著るしく過激で当局の目
をかすめてなされた為に潜行約であったことであ
る。分離主義者の運動は議会でも最も危険なるも
のと思われていた，分離主催撲滅を企てる人は分
離主義は長老宗義から出たものであるという処か
ら長老主義をも撲滅せんとした。ヘンリー・ハロ
ー，ジョーン･グリーンウッド，はＬｏｎｄｏｎにお
いて分離主義による集会を開いて捕えられ，共に
1593年迄牢獄に監禁され,同年一緒に処刑された。
この間に，ハロー，クリーンウッド両人によって
書かれた英国教会並びに長老主義を攻撃する文書
は秘密裡に獄外に持出され印刷に附されて伝播さ
れた。肯両人の処刑が「彼等は英王国並びに教会
を破壊し，且1400年上以に亘ってこの教会の良き
統御のために作られて来た善き法律と訓令を廃止
せんとする革命家であり謀叛人である」という廉
でなされたということは彼等の教会改革の運動が
従来に比して如何に過激なものであったかという
ことを示している，ジョンペントーも両人の死刑
後，２ヵ月にして同様な罪で死刑に処せせられ
た。い19）
　かかるPuritanの過激な行動に刺戟せられて同
年遂にエリザベツ女王のPuritan圧迫の最後の手
国教会に出席せざる者，何等か宗教色彫のある秘
密集会に出席し，あるいは他人を誘った者にして
告発せられた者は投獄せられ且三ヵ月以内にその
主張を攻棄して英国教会に随わざる者は国外追攻
に処し今後許可なくして帰国することを禁止し
た。
　この法令は過激なるPuritanを国外に追放せん
としたものである。かくしてPuritanは追放か追
随かの一つを選ばねばならなくなった。分離主義
者の多くは，アムステルダム及びナルデンに逃れ
た。かくてエリザベツ朝には分離主義は英本国に
おいて著るしき発展をとげることが出来なかっ
た。長老主義Puritanは英国教会に忠順を誓って
国内に留り彼等の目的を達するに良き日を忍耐し
て待つこととなった。
　かくの如き当局の強硬なる態度のため, 1593年
以後，エリザベツ卵最後の10年問においては表面
に現れるPuritan運動は見られなかった。分離主
参者は国外に逃亡しておらず，長老主義Puritan
は英国教会に忠順を誓って平静になり，反対者側
から出される批判の声に屯長老主義Puritanの代
表者と自他共に許していたカートライトさんも黙
して答えようとはせず，ひたすら時期の到来を待
った。彼等は今はScott landのJames M世の英国，
王位につくのを待っていた｡この時期に出たPuri･
tanismを攻撃し英国教会を擁護する書物はリチ
ャードフーカー(Richard Hooker)の「教会政治
の法則」(The law of ecclesiasticalPolity)で，
あって，この書物は長老主義Puritanismを公平
なる哲学者の態度で分析し，教会政治の一般的原
則を究明したものであった。この書物は長老主義
Puritanismをモの原理において，もはや元のま
まの状態に留るを，許さなくなったのであって
Puritan運動に与えた打撃は大きかった｡唯この時
期においてPuritanismは「安息日厳守主義Sa-
bbatalianismにその現れを見るに過ぎない。
　かくて今迄発展し来つつあったPuritanの運動
はエリザベツ朝末期において一時停頓の状態にな
った｡併し決して消滅したのではない｡唯時期の到
来を待って暫時鉾を収めたともいうべきである。
８ 　　　　　　高知才学￥賃町究報告第５巻第18考
第三章の註
肱1トここにエリザベツ朝中期｡･後期という言葉を使ったのは，清教徒の発展という観点から，筆者が使用した
　　ものであって，中期というのは1572:-^; 6月にヒ'ｋ－リタンが議会にThe First Admonition to Parliamesnt
　　を提出した時より初まるとし,ト後期とは!5SS年, WhitgiftがGrindalに代ってカンタベリー大僧正の職につ
　　いた時をもって初まると考える。
註(2) Pollard : The Politicalhistory of England. 1910 P363―365
註(3) John Brown : The English p犀itans 1912. P56―F57
註(4)この″議会に対する第一の忠告,jの内容につ,いては次の書によった。 Henry Osbon Taylor: Thought ａ-
　　nd Expressions in the I6th century･CP140―P142)
R主i.5)Scott Pearson : Thomas Cartwight and‘Elizabethan Puritanism 1925.CambridgerUniversity Press.
　　P73-74　　　　　　　　　　　　　　　　　･･●
註(6)トー－マス・カートライトについての詳しい伝記は次の書物によく書かれている。
　　　　Scott Pearson: Thomas Cartwright and Elizabethan Puritanism. 192F. Jambridge UniversityPress.
註<7) Hallam : Constitutional History of･England Vol.1 (Everyman Library版) P185
　　　Scott Pearson : op. cit.P156　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡
註(8)この時のElizabeth女王の態度についてはS. Pearsonの上掲の書に詳しい。
･註19) S.Pearson : op. cit P234
註叫　Hallam : ｏｐ●cit.P2忿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀
　　　S. Pearson : op.cit.P235　　　　　　　　･，
註叫　Ranke : Englishe Gescnichte. ｖieびｅ３Kepitel Ranke はここでMaryが英国に逃亡して来て以来:こ)英
　　国の政情を‘国際的見地から詳しく述べている。・
　　Pollard : op. cit.P370-S71
　　Pollardはここで1570与以後における英国のカIヽリック教の変叱について述べている。
　　Hallam: ｏｐ:cit. P124―139 ･
　　ScottPearson : op cit. P236.　　　　　　　，
　　ここでPearsonは当時の英国の力I，リックがいかにRomeやSpainと結びついて, Maryを王位につけんと
　　して活廻したかを述べている，彼等は随ってPuritan達を極度に攻撃したのである。‘
註叫　Hallam : op. cit.P186―187
註:Q3}このArticleはWhitgift articleと呼ばれる。
　　Gee and Hardy : Documents illustrativeｏｆﾆEnglishcnurch nistory に出ている，P481
註叫　この三弦の中で，第三の点, 1532年分信仰箇条とは何を指すか，筆者には未詳であるが, 1566毎に出され
　　たThe Advertisement所m Parker'sArticle と内容的には同じものであると考えてよいと思う。
註陶　S.Pearson : op. cit.P239　j　　　　　　　・
　　ここにConferenceの性格か出ている。
註剪　S. Pearson ；ihid P248～251
　　English Historical Reviewl924 ･め中の
　　J. Ｅ. Neale : Peter Wentworth.　　　　　｡，
註屈　S. Pearson ・ibid 252⌒・256
　　この書物はTraversによって書かれたもので／ジェネバの教会において使用されていた祈図書をモデルとし
　　て教会政治について書かれたものである。
註㈲　Gooch : Democratic idears in.the 17 century. P42～
　　三冊の書物とは次のものを言う。
　　〇″Reformation without tarrying for any^,
　　　国家の権力が教会の改革をなすのを待つのは無洛であることを説く。　　　　　　　‘
　　　〇″Orderfor studying the Scriptures,
　　　偽キリスト者達の不佞なぴcommunity特に悪い教師のcommunityから逃避するのは罪ではない。
　　　○″lifeand Manners of all true Christians"
　　　教会改革の訓画を説く。
註囚　John Brown:op. cit. P102～
註脚Gee and Hardy, op. cit.　　　　　　　゛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭和31年９月７日受理)
